
 

 

 かつまた 孝明 です！ 
たかあき 

 昭和５１年４月７日生まれ（３５歳） 

出身   沼津市 

住所   沼津市花園町 

家族   父親（沼津市出身） 

母親（伊豆市出身：修善寺） 

     妻・長男・長女 

経 歴 

〔学歴〕 

しょうえい幼稚園 

沼津市立門池小・門池中 卒業 

静岡県立沼津東高校 卒業 

学習院大学経済学部 卒業 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 卒業 

（経営学修士：ＭＢＡ取得） 

〔職歴〕 

平成１２年４月  スルガ銀行株式会社入社 

         財団法人企業経営研究所 研究員  

（地域経済産業分析） 

         経営企画部 人事担当マネージャー 

平成２２年１２月 スルガ銀行株式会社退職 

平成２３年１月  自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 支部長 

いま、自民党が熱い！自民党員を大募集中！！ 

自民党に入党して、党員として自民党そしてかつまた孝明を支えてください！ 

入党資格 

・ わが党の綱領、主義、政策等に賛同される方 

・ 満１８歳以上で日本国籍を有する方 

・ 他の政党の党籍を持たない方 

党 費：一般党員 年額４，０００円、家族党員 年額２，０００円 

申し込み方法 

・ 自民党衆議院静岡県第６選挙区支部までご連絡ください。電話、e メール、直接お越し

いただいても結構です。 

・  

― お知らせ ― 

http://ameblo.jp/t-katsumata 

ブログはじめました！！元気に毎日更新中！ 
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発行所：自由民主党本部 

100-8910 東京都千代田区永田町 1-11-23 

電話：東京 03(3581)6211（代） 

振替口座：東京 00180-1-19518  定価 1部 105 円 

自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 

410-0048 沼津市新宿町 16-5 まるやビル 1-B 

電話：055(922)5526 FAX：055(922)5527 

ブログ：http://ameblo.jp/t-katsumata 

公式サイト：http://www.t-katsumata.com 

e ﾒｰﾙ：jimin@t-katsumata.com 

自民党 衆議院 静岡県第６選挙区支部支部長 

通 

信 静岡６区【沼津・伊東・熱海・下田・伊豆・伊豆の

国（旧韮山・大仁）・賀茂郡・駿東郡（長泉・清水）】 

かつまた 孝明氏 

の「社会保障費の財源」 

 

たかあき 

～「消費税１０％の根拠を明確にせよ！」～ 

 

― 号 外 ― 

ボランティア大募集（６区支部まで連絡下さい） 

まるかつ通信の企画・配布・街頭演説サポート・ポ

スター貼りなどなど、楽しい仲間と共に！ 

ある日の朝の街頭演説にて！ 

 

http://ameblo.jp/t-katsumata


社会保障費の財源は大丈夫でしょうか！？ 

第１８０回通常国会において、最大 

の焦点となっているのが、社会保障と 

税の一体改革、「消費税引き上げ」の議 

論です。 

 これは、今後、日本が少子高齢化社 

会を迎えるにあたり、増大する社会保 

障費（年金・医療・介護）を、消費税 

によって賄っていくということなので 

すが、この通常国会において、現政権は消費税の税率を

２０１４年４月に８％、２０１５年１０月に１０％まで

引き上げるという法案を提出する構えです。 

  

 

今後、社会保障費の財源が足りなくなるということは

一般的によく言われていることです。しかし、それを賄

うための消費税を１０％まで引き上げたところで、半永

久的にこの１０％という税率で社会保障費を賄っていけ

るのでしょうか。 

今回、この社会保障費の内、年金の財源試算を公表す

ることで紆余曲折がありました。結局、２月１０日に年

金財源試算の公表に至りましたが、現政権の掲げる月７

万円の最低保障年金制度を導入した場合、２０７５年に

は、消費税はさらに７．１％引き上げをせまられるとい 

消費税１０％の税率の根拠は何なのでしょうか？  
 

資料：朝日新聞デジタルより 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う試算結果になりました。 

 ちなみに、この財源試算は年金財源のみの試算です。

社会保障費は、いうまでもなく医療・介護も含まれてい

ます。年金財源だけでも足りなくなるのですから、同じ

ように増大する医療・介護を含めた社会保障費の財源試

算を公表すべきなのです。 

 

 

２００９年の政権交代選挙では、耳障りの良い言葉（政

策）ばかりが並べられました。それが結局、実現できな

かったのは、財源がなかったからなのです。 

社会保障費というものは、「財源が足りなかった」では

済まされません。私達の世代が、３０年後４０年後の社

会をしっかりと見つめ、いったいどれだけの社会保障を

受けることができるのか、年金は何歳からいくら受給で

きるのか、そのためにはどれだけの財源が必要なのか、

また足りないのか、を理解していくことが重要です。 

私はそのための社会保障費財源試算の公表であると考

えています。今、政治に求められていることは、こうし

た現実・現状を、正直かつ誠実に、国民の皆様に示して

いくことではないでしょうか。 

その根拠を明示した上で、「消費税の税率を何％引き上

げさせてください」と言わなければ、国民の皆様の理解

は得られないと考えています。 

政治が信頼されない理由なのでは。 
 


